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自民党 54人
民主党 17人
公明党 8人
共産党 5人
市民ネット・社民・無所属 4人
維新の党 2人
護憲保守の会 1人
千葉県民の声 1人
いんば無所属の会 1人
かとり無所属の会 1人
我孫子無所属の会 1人
 定数95人 現員95人
   （平成２8年3月17日現在）

ちば県議会だより  平成28年［2016年］5月5日（木曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は平成28年8月5日の予定です。

　開会日、会議に先立ち、千葉県議会児童・生徒表彰が行われ
ました。
　この表彰は、学芸及びスポーツの国際大会または全国大会
で最優秀の成績をおさめた、県内の学校に在籍する児童・生
徒（団体を含む）に贈られるもので、80人、42団体が表彰され
ました。（受賞者一覧を3面に掲載）
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知
事
の
政
治
姿
勢
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災
対
策

▼
児
童
虐
待
防
止

▼
農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策

▼
企
業
庁
事
業

▼
防
犯
対
策

自 民 党

石
いし

毛
げ

　之
くに

行
ゆき

 議員
（銚子市）

▼
投
票
率
の
向
上

▼
保
健
医
療
計
画
と
地
域
医
療
構
想

▼
骨
髄
移
植

▼
工
業
団
地
造
成
と
企
業
誘
致

▼
一
宮
川
水
系
河
川
整
備
計
画

▼
テ
ロ
対
策

民 主 党

横
よこ

堀
ぼり

　喜
き

一
いち

郎
ろう

 議員
（茂原市）

　
二
月
定
例
県
議
会
は
、二
月
十
七
日
に

招
集
さ
れ
、三
月
十
七
日
ま
で
の
三
十
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に

続
き
、平
成
二
十
八
年
度
千
葉
県
一
般
会

計
予
算
等
の
議
案
九
十
件
、報
告
一
件
が

上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
と

県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
三
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
代
表
質
問
及
び
一
般
質
問
は
、

二
十
三
名
の
議
員
が
登
壇
し
、財
政
問
題

を
は
じ
め
、防
災
対
策
、福
祉
問
題
、経
済

問
題
、教
育
問
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、三
月
三
日
か
ら
三
日
間
に
わ

た
り
予
算
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
は
、三
月
八
日
か
ら
四

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た

議
案
・
請
願
に
つ
い
て
、具
体
的
・
専
門

的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、各
常
任
委
員
会
委
員
長

の
審
査
結
果
報
告
、討
論
が
行
わ
れ
、採
決

の
結
果
、議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、人
事
案
件
十
五
件
が
追
加
上
程

さ
れ
、知
事
の
提
案
理
由
説
明
の
後
、採

決
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、上
程
さ
れ
た
議
員
発
議
案（
意

見
書
等
）二
十
四
件
の
う
ち
、八
件
を
可
決

し
、今
定
例
県
議
会
に
付
議
さ
れ
た
全
て

の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

本間進議長から表彰状を授与

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

の
５
年
間
の
取
り
組
み
状
況

▼
許
認
可
手
続
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

▼
公
用
車
の
定
期
点
検
整
備

▼
介
護
人
材
の
育
成
と
地
位
向
上

▼
千
葉
県
版
政
労
使
会
議
開
催

▼
高
校
入
試
に
お
け
る
定
員
内
不
合
格

の
改
善

▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
オ
ス
プ
レ
イ
へ
の
知
事
の

政
治
姿
勢

▼
成
田
市
特
区
の
医
学
部
・
病
院
新
設

と
地
域
医
療

▼
白
井
市
清
戸
の
廃
棄
物
処
理
と
北
環
状
道
路

▼
千
葉
県
の
非
正
規
職
員
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

▼
大
柏
川
第
二
調
節
池
と
二
和
川
の
洪
水
対
策

▼
三
番
瀬
と
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
・

干
潟
的
環
境
形
成
事
業

公 明 党

阿
あ

部
べ

　俊
とし

昭
あき

 議員
（柏　市）

市民ネット・社民・無所属

ふじしろ政
まさ

夫
お

 議員
（鎌ケ谷市）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢（「
立
憲
主
義
」、甘

利
前
経
済
再
生
大
臣「
口
利
き
疑
惑
」）

▼
環
太
平
洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）と
県

内
農
業

▼
県
立
高
校
統
廃
合
問
題

▼
若
者
の
雇
用「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
」問
題

▼
地
球
温
暖
化
防
止

共 産 党

寺
てら

尾
お

　賢
さとし

 議員
（千葉市花見川区）

千葉県議会
児童・生徒表彰

※ 

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

代
表
質
問

二
月
定
例
県
議
会
の

あ
ら
ま
し

二
月
二
十
三
日（
火
）

二
月
二
十
四
日（
水
）

二
月
二
十
五
日（
木
）



ちば県議会だより  平成28年［2016年］5月5日（木曜日）

で
取
り
組
み
、
復
旧
事
業
を
お
お
む
ね
完

了
し
た
。

　

ま
た
、
被
害
の
原
状
回
復
に
と
ど
ま
ら

ず
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
復
興
事
業
に
つ
い
て
も
、
県

立
学
校
の
耐
震
化
や
災
害
拠
点
病
院
の

設
備
整
備
な
ど
、
こ
れ
ま
で
百
七
事
業
に

取
り
組
み
、
九
十
六
事
業
が
完
了
す
る
な

ど
、
本
県
の
復
興
事
業
は
順
調
に
進
展
し

て
い
る
。

　

な
お
、
完
了
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
、

九
十
九
里
沿
岸
の
河
川
・
海
岸
堤
防
の
か

さ
上
げ
や
橋
り
ょ
う
架
け
か
え
事
業
な
ど

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
推
進
し
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
に
、

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

骨

髄

移

植

問
　
県
も
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
を
対
象
と

す
る
休
業
補
償
制
度
や
、
ド
ナ
ー
休
暇
制

度
を
導
入
し
て
い
る
事
業
所
へ
の
助
成
制

度
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
県
内
市
町
村
に
ド
ナ
ー
助
成
制

度
創
設
を
促
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
骨
髄
移
植
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
ド
ナ
ー
登
録
を
推
進
す
る
た
め
、

市
町
村
等
と
連
携
し
啓
発
活
動
や
広
報

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
二
十
七
年
度

は
、
新
た
に
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ

ン
ク
等
と
協
力
し
、
県
内
高
等
学
校
の
三

年
生
全
員
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
を
行

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
骨
髄
移
植
の
推
進
に
は
、
ド
ナ

ー
が
骨
髄
を
提
供
し
や
す
い
環
境
の
整
備

も
必
要
と
考
え
、
県
で
は
県
内
経
済
団
体

に
所
属
す
る
各
事
業
者
に
対
し
、
ド
ナ
ー

休
暇
制
度
の
整
備
を
働
き
か
け
て
い
る
。

　

ド
ナ
ー
な
ど
へ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
既
に
助
成
を
開
始
し
て
い
る
自
治
体

の
制
度
内
容
及
び
支
援
実
績
等
を
参
考

に
、
県
内
市
町
村
を
は
じ
め
、
関
係
者
と

と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

問
　
大
会
開
催
ま
で
に
必
要
な
県
の
負

担
は
、
ど
の
程
度
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
か
。

答　

県
内
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
図
る
た

め
、
県
が
主
体
的
に
実
施
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
現
時
点
の
想
定
に
よ
り
経
費

を
積
み
上
げ
る
と
、
幕
張
メ
ッ
セ
の
老
朽

化
対
策
な
ど
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
後
に
繋
が
る
経
費
も
含
め
、
県

の
負
担
額
は
、
お
お
む
ね
百
三
十
億
円
か

ら
百
八
十
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、

・ 

会
場
と
な
る
幕
張
メ
ッ
セ
の
大
規
模
改

修
で
約
五
十
五
億
円

・ 

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
で
約

三
十
四
億
円

・ 

外
国
人
観
光
客
等
へ
の
お
も
て
な
し

と
し
て
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
等
で
約

九
億
円

・ 

キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
や
受
入
れ
に
向
け
た

ソ
フ
ト
事
業
で
約
六
億
円

・
選
手
強
化
で
約
六
億
円

な
ど
で
あ
る
。

　

県
が
主
体
的
に
実
施
す
る
事
業
で
も

多
額
の
投
資
と
な
る
が
、
今
後
の
県
政
の

発
展
に
資
す
る
事
業
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
に
当
た
っ
て
は
事
業
を
精
査
し
な
が

ら
、
県
政
の
他
の
主
要
課
題
に
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

復

旧

復

興

問
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興

の
五
年
間
の
取
り
組
み
状
況
を
ど
う
総

括
し
て
い
る
の
か
。

答　

県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

「
復
旧
・
復
興
の
指
針
」
に
基
づ
き
、
道

路
・
上
下
水
道
な
ど
の
機
能
回
復
や
農

業
施
設
・
漁
港
な
ど
の
産
業
基
盤
の
修
復
、

被
災
者
の
生
活
支
援
な
ど
の
事
業
に
全
力

医
学
部
新
設

問
　
成
田
市
特
区
で
の
医
学
部
・
附
属
病

院
新
設
の
目
的
は
何
か
。

　
ま
た
、
千
葉
県
の
地
域
医
療
と
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
る
の
か
。

答　

平
成
二
十
七
年
七
月
に
国
が
定
め
た

「
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
医
学
部

新
設
に
関
す
る
方
針
」
に
基
づ
き
、
高
い

総
合
的
な
診
療
能
力
を
身
に
つ
け
た
医

療
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ

て
い
る
。

　

県
は
、
成
田
市
と
と
も
に
、
国
際
医
療

福
祉
大
学
に
対
し
て
、
地
域
医
療
へ
の
貢

献
策
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
同
大

学
か
ら
は
、

・ 

地
域
で
医
師
が
不
足
し
て
い
る
診
療
科

や
、
医
師
不
足
地
域
へ
の
医
師
派
遣
に

協
力
す
る
こ
と

・ 

卒
業
生
に
対
し
、
県
内
医
療
機
関
を
就

業
先
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と

等
、
県
内
の
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
旨
の

方
針
が
示
さ
れ
た
。

チ
ー
パ
ス
事
業

問
　
子
育
て
応
援
チ
ー
パ
ス
事
業
に
つ
い

て
の
県
民
の
評
価
と
、
今
後
の
全
国
展
開

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答　

子
育
て
応
援
チ
ー
パ
ス
事
業
に
つ

い
て
は
、
一
歳
六
カ
月
健
診
時
に
実
施
し

て
い
る
「
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
中
で
、

割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
高
い
評
価

を
も
ら
っ
て
い
る
一
方
、
利
用
店
舗
の
拡

大
や
近
隣
都
県
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど

の
要
望
も
あ
っ
た
。

　

国
で
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か

ら
、
各
都
道
府
県
の
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ

ー
ト
事
業
の
全
国
展
開
を
進
め
る
こ
と
と

し
た
た
め
、
本
県
と
し
て
も
、
チ
ー
パ
ス

を
利
用
す
る
子
育
て
世
帯
が
全
国
で
広

く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国

の
事
業
に
参
加
し
、
全
国
展
開
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
平
成

二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
の
開
始
を
広
く

周
知
す
る
な
ど
、
円
滑
な
事
業
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

防

犯

問
　
今
後
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
防

犯
ボ
ッ
ク
ス
事
業
を
展
開
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
県
及
び
県
警
の
支
援
や
連
携
が
重

要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

市
町
村
の
設
置
す
る
防
犯
ボ
ッ
ク
ス

が
、
地
域
防
犯
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
そ

の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
く
た
め

に
は
、
財
政
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
設
置

か
ら
運
営
面
に
至
る
ま
で
、
市
町
村
に
対

す
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
や
連
携
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
開
設
に
当
た
っ
て
は
、
設

置
や
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
や
、
防
犯

ボ
ッ
ク
ス
に
勤
務
す
る
警
察
官
Ｏ
Ｂ
の
紹

介
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
開
設
後
も
、
市
町
村
と
地
元
警

察
署
が
連
携
し
、
地
域
の
防
犯
情
報
の
共

有
化
や
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
市
町
村
と
県
、
県
警
と
の
連
絡

会
議
を
設
置
し
、
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
り

効
果
的
な
活
用
に
向
け
た
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
支
援
や
連
携
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
に
よ
り
、
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
を
核

と
し
た
地
域
防
犯
力
向
上
の
取
り
組
み
を
、

広
く
県
内
に
普
及
・
促
進
し
て
い
く
。

若

者

雇

用

問
　
県
内
で
も
後
を
絶
た
な
い
ブ
ラ
ッ
ク

バ
イ
ト
の
実
態
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

の
か
。
県
内
の
高
校
・
大
学
な
ど
と
も
協

力
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
の
実
態
調
査
を
行

う
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

平
成
二
十
八
年
に
国
が
実
施
し
た
調

査
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
が
あ
る
大
学

生
等
の
約
六
割
が
、
労
働
条
件
等
で
何
ら

か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て
お

り
、
中
に
は
書
面
に
よ
る
労
働
条
件
の
通

知
が
な
い
な
ど
、
労
働
法
令
に
違
反
す
る

よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
な
ど
、
法

令
に
違
反
す
る
行
為
は
厳
正
に
対
応
す
べ

き
で
あ
り
、
県
内
八
カ
所
に
設
置
さ
れ
た

労
働
基
準
監
督
署
が
、
監
督
権
限
に
基
づ

き
対
処
し
て
い
る
が
、
県
で
も
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
を
通
じ
て
、
実

態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
若
者
が
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
労
働
局
と
連
携
を
図

り
つ
つ
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

農

林

総

合

研
究
セ
ン
タ
ー

問
　
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
と
、
特
に
ソ
フ
ト
面
に
お

け
る
研
究
環
境
整
備
の
今
後
の
方
向
性

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
二
十
五
年
三
月
に
策
定
し
た
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
収
益
力
が
高
く
、
や
り
が
い

と
魅
力
の
あ
る
本
県
農
林
業
を
実
現
す

る
た
め
、
先
進
的
な
技
術
開
発
や
品
種
育

成
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
な
成
果
と
し
て
、
近
年
増
加
し

て
い
る
焼
き
芋
需
要
に
対
応
し
た
、
さ
つ

ま
い
も
「
べ
に
は
る
か
」
の
糖
度
向
上
技

術
の
開
発
、
輸
出
用
植
木
の
病
害
虫
防
除

手
法
の
開
発
や
、
平
成
二
十
九
年
一
月
に

デ
ビ
ュ
ー
す
る
、
い
ち
ご
の
新
品
種
「
千

葉
Ｓ
４
号
」
の
育
成
、
な
ど
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
、
生
産
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
に

よ
り
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ

ー
ズ
や
、
複
雑
化
す
る
地
球
温
暖
化
な
ど

の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
大
学
や
国
、
民
間
企
業
と
の

幅
広
い
連
携
を
図
り
、
研
究
機
能
の
強
化

に
努
め
て
い
く
。

道

路

問
　
高
速
道
路
に
ア
ク
セ
ス
す
る
幹
線

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

答　

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と

県
内
各
地
域
と
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整

備
は
、
高
速
道
路
の
整
備
効
果
を
広
く
波

及
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
や
防
災
力
向
上

を
図
る
上
で
、
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

県
で
は
、
圏
央
道
に
ア
ク
セ
ス
す
る
地

域
高
規
格
道
路
で
あ
る
銚
子
連
絡
道
路
、

長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
や
、
外
環
道
と
成

田
空
港
を
最
短
で
結
ぶ
北
千
葉
道
路
に
つ

い
て
、
重
点
的
に
整
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
圏
央
道
を
は
じ
め
と
す
る
高
速

道
路
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
る
国
道

二
九
七
号
、
国
道
三
五
六
号
、
及
び
国
道

四
一
〇
号
等
の
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
も
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　

引
き
続
き
、
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
早
期
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

代
表
質
問
か
ら

▽
千
葉
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
付
条
例

▽
千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例

▽
千
葉
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例

▽
千
葉
県
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条
例

▽
印
旛
沼
土
地
改
良
施
設
管
理
条
例

▽
千
葉
県
森
林
整
備
担
い
手
基
金
条
例

▽
建
築
基
準
法
施
行
条
例

▽
千
葉
県
県
営
住
宅
設
置
管
理
条
例

▽
千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例

▽
千
葉
県
警
察
基
本
条
例

◆
条
例
の
整
備（
一
件
）

▽
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

◆
条
例
の
整
理（
二
件
）

▽
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

▽
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

◆
そ
の
他（
二
十
六
件
）

▽
契
約
の
締
結（
七
件
）

▽
契
約
の
変
更

▽
財
産
の
処
分

▽
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
金
額

▽
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

▽
監
査
委
員
の
選
任

▽
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命

▽
公
害
審
査
会
委
員
の
任
命（
十
三
件
）

〈
議
員
提
出
〉

◆
条
例
の
一
部
改
正（
二
件
）

▽
千
葉
県
議
会
情
報
公
開
条
例

▽
千
葉
県
議
会
委
員
会
条
例

▽
医
療
費
等
に
係
る
消
費
税
問
題
の
抜
本
的
解

決
を
求
め
る
意
見
書

▽
地
方
公
会
計
の
整
備
促
進
に
係
る
意
見
書

▽
成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化
に
関
す
る

意
見
書

▽
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
完
全
解

決
を
求
め
る
意
見
書

▽
軽
減
税
率
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
事
業
者
支

援
の
強
化
な
ど
を
求
め
る
意
見
書

▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に
関
す
る
国
民
の
不
安
を
払

拭
し
、対
策
の
確
実
な
実
行
を
求
め
る
意
見

書
▽
建
設
事
業
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
軽

減
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
医
療
等
に
係
る
消
費
税
問
題
の
抜
本
的
解
決

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
意
見
書

採
択
さ
れ
た
請
願

◆
平
成
二
十
八
年
度
予
算
関
係（
二
十
四
件
）

▽
一
般
会
計（
一
件
）

▽
特
別
会
計（
二
十
三
件
）

◆
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算
関
係（
二
十
五
件
）

▽
一
般
会
計（
一
件
）

▽
特
別
会
計（
二
十
四
件
）

◆
条
例
の
制
定（
四
件
）

▽
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例

▽
行
政
不
服
審
査
法
に
お
け
る
書
面
の
写
し
等

の
交
付
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
行
政
不
服
審
査
会
条
例

▽
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金

条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正（
二
十
三
件
）

▽
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関

す
る
条
例

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

▽
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、旅
費
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
職
員
定
数
条
例

▽
千
葉
県
行
政
組
織
条
例

▽
千
葉
県
特
別
会
計
設
置
条
例

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理

の
特
例
に
関
す
る
条
例

▽
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報

の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
設
置
管
理
条
例
及
び
千
葉
県
病
院
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

▽
千
葉
県
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
千
葉
県

情
報
公
開
条
例

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

▽
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案
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問
　
地
方
創
生
に
つ
い
て
、
平
成
二
十

八
年
度
の
推
進
交
付
金
で
は
地
方
負
担

も
生
じ
る
こ
と
と
な
る
が
、
県
と
し
て
、

財
政
面
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
市
町

村
を
支
援
す
る
の
か
。

答　

推
進
交
付
金
の
地
方
負
担
に
つ
い

て
は
、
地
方
交
付
税
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
活
用
可
能
な
交
付
金
や
、
平
成

二
十
八
年
度
の
地
方
創
生
事
業
の
有
益

な
情
報
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市

町
村
の
取
組
内
容
の
発
展
に
資
す
る
よ

う
助
言
に
努
め
、
総
合
的
に
支
援
し
て

い
く
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
運
営

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

事
業
を
通
し
、
キ
ャ
ン
プ
誘
致
・
国
際

大
会
の
受
入
れ
に
向
け
た
市
町
村
の
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
の
か
。

答　

県
内
市
町
村
を
対
象
と
し
た
説
明

会
や
個
別
相
談
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

市
町
村
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
受
入
体
制
づ

く
り
を
整
備
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
や
、
市
町
村
と
大
学
・
宿
泊
施
設

な
ど
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
競
技
団
体
の
情
報
収
集
や
市

町
村
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
市
町

村
と
競
技
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

を
進
め
て
い
く
。

問
　
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
検
体
取
り
違
え

事
故
の
再
発
防
止
の
た
め
、
既
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、
病
理
検
体
の
管
理
方
法
や

検
査
手
順
の
見
直
し
、
病
理
検
査
室
の

拡
充
工
事
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
検
査
業
務
の
人
員
増
に
つ
い

て
、
病
院
と
協
議
し
な
が
ら
、
必
要
な

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

配
置
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
現
在
進
め
て
い
る
新
棟
の

整
備
に
お
い
て
も
、
患
者
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
効
率
の
向
上
に
資

す
る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　
平
成
二
十
七
年
度
内
に
策
定
予
定

の
第
九
次
千
葉
県
廃
棄
物
処
理
計
画
で

は
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
新
た
な

課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

答　

次
期
計
画
で
は
、
災
害
廃
棄
物
を

迅
速
か
つ
広
域
的
に
処
理
で
き
る
体
制

の
整
備
や
、
い
わ
ゆ
る
再
生
土
の
適
正

利
用
の
推
進
な
ど
に
関
す
る
施
策
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。

問
　
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
を
踏
ま
え
、

県
の
制
度
融
資
の
金
利
に
つ
い
て
、
県

内
金
融
機
関
等
と
協
議
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

答　

県
の
制
度
融
資
に
つ
い
て
は
、
マ

イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
を
受
け
て
資
金
調

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

達
コ
ス
ト
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
現
在
、
金
利
を
下
げ
る
方
向
で

調
整
し
て
お
り
、
金
融
機
関
と
交
渉
し

て
い
る
。

問
　
新
規
事
業
の
、
ち
ば
の
酪
農
増
産

支
援
事
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答　

本
事
業
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
予
算
と

し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
事
業
で

あ
り
、
酪
農
家
が
、
乳
牛
の
改
良
に
よ

る
生
乳
生
産
量
の
増
産
や
、
乳
牛
増

頭
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

今
後
、
関
連
事
業
を
大
い
に
活
用
し
、

規
模
拡
大
と
併
せ
て
、
後
継
牛
の
確
保

対
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
酪
農
の
経

営
安
定
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
九
十
九
里
沿
岸
に
お
け
る
海
岸
及

び
河
川
の
津
波
対
策
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答　

海
岸
の
津
波
対
策
は
、
保
安
林
の

か
さ
上
げ
等
も
含
め
た
必
要
延
長
約

四
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
二
十
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
整
備
し
て
お
り
、
こ
の

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

う
ち
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
た
。

ま
た
、
飯
岡
海
岸
は
平
成
二
十
七
年
度

末
に
お
お
む
ね
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

　

河
川
の
津
波
対
策
は
七
河
川
で
行
っ

て
い
る
。
必
要
延
長
約
二
十
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
う
ち
、
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
整
備
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
約
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
た
。
ま
た
、
栗
山

川
は
平
成
二
十
七
年
度
末
に
完
成
の
予

定
で
あ
る
。

問
　
ち
ば
っ
子
「
学
力
向
上
」
総
合
プ

ラ
ン
で
は
、
小
学
校
英
語
の
教
科
化
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
五
カ
年
に

わ
た
り
、
公
立
小
学
校
の
中
核
教
員
に

対
し
、
指
導
力
向
上
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
国
の
指
定
を
受
け
、
流
山
市

の
小
中
学
校
及
び
県
立
高
校
に
お
い
て
、

小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
た
系
統
性

の
あ
る
英
語
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
県
下
に

広
め
て
い
く
。

文
教
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の

主
な
質
疑
か
ら個

　
　
人

鎌ケ谷市立五本松小学校 山本　海 はがきコミュニケーション
茂原市立豊田小学校 野口　結菜 作文
流山市立おおたかの森小学校 渡邉　響 バイオリン
千葉市立宮野木小学校 中村　葵 作文
千葉市立土気南小学校 板橋　真利那 作文
佐倉市立佐倉小学校 古仲　彩人 標語
千葉大学教育学部附属小学校 池田　陽輝 囲碁
八千代市立八千代台東小学校 竹山　英里奈 ピアノ
船橋市立坪井小学校 梶山　恵 ユーフォニアム
市川市立第四中学校 日髙　英惠 ピアノ
松戸市立常盤平中学校 生方　秀典 ボールペン字
茂原市立茂原中学校 小倉　理 ポスター
千葉市立千城台西中学校 市毛　君明 アイデア図
千葉県立千葉商業高等学校 松澤　大樹 ＩＴ選手権
千葉県立茂原樟陽高等学校 板倉　智貴 農業鑑定
千葉市立千葉高等学校 市毛　貴大 電気工学・機械工学
千葉県立国府台高等学校 遠藤　彩芽 書道
千葉県立千葉商業高等学校 北村　瑠菜 暗算
千葉県立八千代高等学校 内山　菜摘 ファッションデザイン
千葉県立千葉盲学校　※ 石山　友香 珠算
いすみ市立古沢小学校　※ 　友仁 絵画
市川市立塩焼小学校　※ 村脇　さち 新聞スクラップ
白井市立白井第三小学校　※ 竹村　涼香 書道
千葉県立袖ヶ浦高等学校　※ 石井　優衣 書道

団
　
　
体

袖ケ浦市立奈良輪小学校 図書館調査学習
船橋市立海神小学校 重奏
船橋市立高根東小学校 管楽合奏
船橋市立葛飾小学校 学校新聞
市川市立塩焼小学校 学習新聞
船橋市立峰台小学校 箏合奏
松戸市立相模台小学校 将棋
習志野市立谷津小学校 管弦楽
東金市立東中学校 打楽器アンサンブル
柏市立大津ケ丘中学校 管楽合奏
習志野市立第一中学校 木管五重奏
柏市立酒井根中学校 吹奏楽
習志野市立第二中学校 マーチング
野田市立南部中学校 マーチング
渋谷教育学園幕張高等学校 科学知識・技能
千葉県立千葉商業高等学校 情報処理
千葉県立幕張総合高等学校 将棋
柏市立柏高等学校 吹奏楽
千葉県立幕張総合高等学校 管弦楽
習志野市立習志野高等学校 吹奏楽

個
　
　
人

木更津市立真舟小学校 山口　蓮央 空手道
流山市立長崎小学校 山鹿　辰士 レスリング
木更津市立請西小学校 藤樫　くるみ 空手道
柏市立柏第五小学校 片岡　大河 レスリング
佐倉市立間野台小学校 長洲　百香 カヌー
市原市立白幡小学校 佐藤　夏恋 ゴルフ
富津市立青堀小学校 長谷川　匠 空手道
浦安市立東野小学校 清水　アマネ 水泳
木更津市立八幡台小学校 名取　優輝 水泳
市川市立市川小学校 遠藤　大城 柔道
市川市立若宮小学校 小副川　莉桜 テニス
佐倉市立王子台小学校 𠮷岡　和美 カヌー
市川市立大野小学校 吉田　アラシ レスリング
佐倉市立寺崎小学校 高村　睦仁 なぎなた
松戸市立南部小学校 青木　萌 体操
千葉市立高洲第一中学校 山田　愛乃 新体操
船橋市立行田中学校 関根　菜生 水泳
千葉市立新宿中学校 落合　兼優 水泳
横芝光町立横芝中学校 永藤　修一 水泳
千葉市立若松中学校 大江　航瑠 空手道
佐倉市立南部中学校 小出　菜々子 カヌー
船橋市立旭中学校 風間　歩佳 陸上
佐倉市立上志津中学校 日向　菜々子 一輪車マラソン
流山市立東深井中学校 伊藤　瑠希 水泳
船橋市立七林中学校 山川　唯巴 水泳
船橋市立八木が谷中学校 大野　雅也 武術太極拳
習志野市立第二中学校 山本　千夏 武術太極拳
佐倉市立志津中学校 大串　慶正 トランポリン
浦安市立富岡中学校 柳　優海 テコンドー
船橋市立海神中学校 谷藤　千夏 陸上
茂原市立冨士見中学校 平野　壮太 陸上
千葉市立泉谷中学校 村山　覚人 体操
佐倉市立南部中学校 梅原　遥奈 陸上
東海大学付属浦安高等学校 田口　雄貴 陸上
拓殖大学紅陵高等学校 本　龍二 空手道
市川高等学校 徳永　彩花 水泳
千葉黎明高等学校 杉村　奏笑 陸上
千葉商科大学付属高等学校 持田　早智 水泳
渋谷教育学園幕張高等学校 菅沼　汐音 セーリング
柏日体高等学校 山口　海輝 レスリング
習志野市立習志野高等学校 堤　駿斗 ボクシング
渋谷教育学園幕張高等学校 久末　汐里 フェンシング
柏日体高等学校 千村　もも花 テニス
習志野市立習志野高等学校 内田　海翔 柔道
千葉県立佐原高等学校 八角　周平 カヌー
船橋市立船橋高等学校 湯浅　賢哉 体操
渋谷教育学園幕張高等学校 湯原　利佳 水泳
銚子市立銚子高等学校 玉﨑　稜也 トライアスロン
習志野市立習志野高等学校 中川　将径 体操
成田高等学校 大坂　智哉 陸上
木更津総合高等学校 山本　令央 陸上
船橋市立船橋高等学校 池澤　侑紀 体操
千葉県立茂原樟陽高等学校 土橋　正博 ライフル射撃
敬愛学園高等学校 宍倉　玲亜 武術太極拳
柏日体高等学校 新井　拓磨 陸上
秀明八千代高等学校 岩井　真優 テニス
東京学館浦安高等学校 小林　雅哉 テニス
船橋市立船橋高等学校 宇野澤　秀文 体操
千葉県立実籾高等学校 鈴木　若葉 ライフル射撃
西武台千葉高等学校 染谷　翔 陸上
植草学園大学附属高等学校 河崎　羽珠愛 新体操

団
　
　
体

日本空手協会千葉県本部 空手道
市原ジュニアバドミントンクラブ バトミントン
千葉県代表チーム 柔道
関東連盟佐倉チーム 野球
ダンススタジオみやおか（中村・石垣ペア） ダンス
市原市立ちはら台南中学校 陸上
マリンスターズヤング 野球
ジュニアテニス男子ダブルス（赤西・坂川ペア） テニス
セントラルスポーツクラブ谷津 水泳
松戸市立栗ヶ沢中学校 弓道
大日道院拳友会（松田・高橋ペア） 少林寺拳法
拓殖大学紅陵高等学校 空手道
ルネサンス幕張 水泳
木更津総合高等学校 ソフトボール
ジュニアテニス男子ダブルス（髙村・奈良部ペア） テニス
イオン新体操クラブ 新体操
千葉県代表体操競技　少年男子チーム 体操
千葉県代表弓道競技　少年男子チーム 弓道
千葉県代表ゴルフ競技　少年男子チーム ゴルフ
千葉県代表テニス競技　少年男子チーム（小林・髙村ペア） テニス
ジュニアテニス女子ダブルス（荒川・宮本ペア） テニス
千葉県立千葉聾学校 卓球
※3月28日に新たに5個人が表彰されました。

平成27年度  千葉県議会  児童・生徒表彰受賞者（学芸部門）

平成27年度  千葉県議会  児童・生徒表彰受賞者（スポーツ部門）

平成28年6月定例県議会 会期及び議事・委員会予定（素案）

　インターネット
でも本会議、予算委
員会の生中継及び
録画中継（過去3年
分）をご覧いただけ
ます。

▲議会中継ＱＲコード
（スマートフォン・
タブレット）

…「チバテレビ」での生放送があります。ぜひご覧ください。TV

月　　日 議事・委員会予定 開議予定時間
5月27日（金）開会、知事提案理由説明等 TV 午前10時～
6月 2日（木）質疑並びに一般質問 TV 〃

3日（金）  〃 TV 〃
6日（月）  〃 〃
7日（火）  〃 〃
8日（水）  〃 〃
9日（木）  〃 〃
13日（月）常任委員会 （環境生活警察 ・農林水産） 〃
14日（火）  〃 （総務防災・県土整備） 〃
15日（水）  〃 （総合企画水道・文教） 〃
16日（木）  〃 （健康福祉・商工労働企業） 〃
21日（火）委員長報告等、採決、閉会 午後１時～

※本案はおおむねの日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議されます。



ちば県議会だより  平成28年［2016年］5月5日（木曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みのほか、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市町村役場などで入手できます。

▼
住
宅
問
題

▼
防
災
・
防
犯

▼
交
通
安
全

▼
高
齢
者
福
祉

▼
教
育
問
題

▼
成
田
空
港

▼
防
災

▼
幕
張
メ
ッ
セ

▼
医
療
問
題

▼
農
業
問
題

▼
道
路
問
題

▼
身
体
障
害
者
補
助
犬

二
月
二
十
六
日（
金
）

自民党

臼
うす

井
い

　正
しょう

一
いち

 議員
（千葉市美浜区）

▼
教
育
行
政

▼
医
療
・
福
祉
問
題

▼
卸
売
市
場
の
活
性
化

▼
幕
張
新
都
心

二
月
二
十
五
日（
木
）

公明党

田
た

村
むら

　耕
こう

作
さく

 議員
（千葉市花見川区）

自民党

林
はやし

　幹
もと

人
ひと

 議員
（成田市）

かとり無所属の会

谷
や

田
た

川
がわ

　充
みつ

丈
たけ

 議員
（香取市）

▼
第
四
次
男
女
共
同
参
画
計
画

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員
化

▼
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

▼
成
田
国
際
空
港

▼
水
道
局
の
国
際
協
力
事
業

▼
教
育
問
題

▼
青
少
年
相
談
員

▼
県
内
経
済
活
性
化
に
中
小
企
業
支
援

▼
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
駆
除
対
策

▼
英
語
学
習
推
進
、A
L
T（
外
国
語
指

導
助
手
）等
活
用
充
実
策

▼
県
道
船
橋
印
西
線
と
緑
が
丘
駅
前
線

▼
教
育
問
題

▼
警
察
行
政

▼
映
画「
犬
に
名
前
を
つ
け
る
日
」

▼
県
営
水
道

二
月
二
十
九
日（
月
）

民主党

礒
いそ

部
べ

　裕
ひろ

和
かず

 議員
（野田市）

▼
人
口
問
題

▼
鉄
道
問
題

▼
保
健
医
療
計
画
の
一
部
改
定

▼
健
康
づ
く
り

民主党

安
あん

藤
どう

 じゅん子
こ

 議員
（松戸市）

自民党

小
こ

池
いけ

　正
まさ

昭
あき

 議員
（成田市）

民主党

石
いし

井
い

　敏
とし

雄
お

 議員
（八千代市）

自民党

中
なか

村
むら

　実
みのる

 議員
（船橋市）

▼
農
業
産
出
額
の
増
加

▼
県
産
農
産
物
の
輸
出
拡
大

▼
圏
央
道

▼
国
道
三
五
六
号
小
見
川
東
庄
バ
イ
パ
ス

▼
教
育
問
題

▼
児
童
虐
待
対
策

▼
心
肺
蘇
生
法
の
実
施
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
の
促
進

▼
県
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
及
び
養
豚
業

▼
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

▼
健
康
増
進

▼
下
水
道
事
業

▼
指
定
廃
棄
物
の
処
分
場
問
題

▼
里
親
制
度
の
推
進

▼
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策

▼
手
賀
沼
の
環
境
保
全

三
月
一
日（
火
）

自民党

山
やま

本
もと

　義
よし

一
かず

 議員
（八街市）

▼
全
国「
み
ど
り
の
愛
護
」の
つ
ど
い

▼
農
業
問
題

▼
千
葉
県
住
生
活
基
本
計
画

▼
交
通
事
故
対
策

自民党

戸
と

村
むら

　勝
かつ

幸
ゆき

 議員
（香取郡）

自民党

関
せき

　政
まさ

幸
ゆき

 議員
（千葉市緑区）

自民党

五
い

十
が

嵐
らし

　博
ひろ

文
ふみ

 議員
（富里市）

我孫子無所属の会

水
みず

野
の

　友
ゆう

貴
き

 議員
（我孫子市）

▼
生
活
・
経
済
・
教
育
・
文
化
を
向
上

さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

▼
通
学
路
の
安
全
対
策

▼
県
民
生
活
を
支
え
る
千
葉
県
財
政
運

営
・
予
算
執
行

▼
千
葉
港
の
活
性
化

▼
幕
張
新
都
心

▼
道
路
問
題

▼
美
術
館
・
博
物
館

自民党

 坂
さか

下
した

 しげき 議員
（市川市）

自民党

宍
しし

倉
くら

　登
のぼる

 議員
（千葉市花見川区）

▼
救
急
医
療
体
制

▼
保
育
環
境
の
整
備

▼
世
界
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

▼
地
球
温
暖
化
対
策

▼
個
人
県
民
税
の
徴
収
対
策

▼
国
民
健
康
保
険

▼
農
商
工
連
携

▼
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業

自民党

茂
も

呂
ろ

　剛
つよし

 議員
（八千代市）

自民党

田
た

中
なか

　宗
むね

隆
たか

 議員
（白井市）
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　予算委員会（委員28名）が、3月3日、4日、7日の3日
間にわたり開催されました。本委員会では、平成28年度予
算議案等に
ついて、横断
的・多角的に
審査が行わ
れ、活発な議
論が展開され
ました。

　6月19日の後に公示される国政選挙から、選
挙権年齢が引き下げられ、18歳選挙権が始まり
ます。これにより、全国で約240万人、千葉県で
は約11万人が新たに有権者になる見込みです。

予 算 委 員 会

選挙権年齢が、18歳以上に引き下げられます

せんきょ君

2月定例県議会 知事あいさつ
◎平成28年度当初予算案
　平成28年度は、「新　輝け！ちば元気プラン」の総仕
上げの年として、これまで積み上げてきた取り組みの着
実な実行とさらなる発展により、しっかりとした成果を
あげるため、編成しました。
　一般会計の当初予算規模は、1兆7,139億24万余円
で、前年度比で0.3％の増となっています。
◎事業の概要
1．県内経済の活性化
　東京オリンピック・パラリンピックを契機とした活
性化を図るため、本大会の会場となる幕張メッセについ
て、機能向上と老朽化対策を進めるほか、事前キャンプ
誘致として、競技団体等と連携したプロモーションを
行うとともに、キャンプでの使用が想定される、総合ス
ポーツセンター武道館などの改修を行います。
　また、市町村が行うキャンプ誘致などの取り組みを支
援するため、モデルキャンプの実施に対し補助するほ
か、ワンストップ窓口である「スポーツコンシェルジュ」
の運営を行います。
　このほか、公衆無線ＬＡＮの整備や国ごとの嗜好性を
踏まえた周遊コースの作成などにより、外国人観光客の
受入体制を強化します。
　また、「ちばアクアラインマラソン」の開催に合わせた
宿泊優待券の配布やＰＲイベントを実施するとともに、
従来の観光キャンペーンとあわせ、県内周遊フリー切符
の販売、東京湾での大型クルーザーの運航などにより、
宿泊・滞在型観光を促進します。
2．農林水産業の振興と社会基盤づくり
　ＴＰＰの今後の発効に備え、本県農林水産業の競争力
を強化していかなければなりません。
　そこで、農地集積を進め、経営体の規模拡大を図るた
め、農地中間管理機構の体制強化や耕作放棄地対策、土
地改良事業の予算を拡充するほか、新たに、地域ぐるみ
で行う品質向上の取り組みに対する助成を創設すると
ともに、県産品の輸出に対する支援も大幅に拡充しま
す。
　また、米価安定のため、飼料用米への転換に対する助
成単価を2倍に引き上げるとともに、大規模化によるコ
スト削減を促進するため、共同乾燥施設に対する助成も
拡充します。
　さらに、畜産業の基盤強化のため、県産和牛の増頭支
援を拡充するとともに、新たに、酪農の生産拡大の取り
組みに対し助成を行うほか、高収益型の畜産経営に対す
る支援も大幅に拡充します。
3．くらしの安全・安心の確立
　首都直下地震等の大規模災害に備え、市町村が行う自
助・共助の取り組みを幅広く支援するとともに、災害へ
の備えなどをまとめたパンフレットを各戸に配布し、家
庭での自助の取り組みも促進します。
　また、地籍調査への助成を大幅に拡充するとともに、

新たな消防学校・防災研修センターの整備により、消防
職員・消防団員の教育・訓練の充実を図り、地域防災力
の向上を図ります。
　さらに、私立学校、鉄道、病院などのほか、県有施設や
インフラの耐震化を進めるとともに、新たに、防災上重
要な民間施設の耐震改修に対する補助制度を創設しま
す。
　また、防犯ボックスを市町村が設置する場合の補助制
度を創設するとともに、防犯対策の一層の強化を図りま
す。
4．子ども・子育て世代への支援の充実
　待機児童の解消を図るため、保育所や小規模保育など
の運営費に対する支援を充実するとともに、不足してい
る保育士確保のため、保育士配置の県単補助や養成施設
に対する支援を拡充します。
　また、児童相談所の専門職員を増員し、児童虐待の未
然防止、早期発見に努めるとともに、柏児童相談所の保
護所棟を増設し、一時保護児童の環境改善を図るほか、
児童養護施設を退所した児童等の自立のため、新たに生
活資金等の貸し付けや就職支援等を行います。
5．医療・福祉の充実
　地域医療を支える人材の確保のため、医師修学資金と
保健師等修学資金の貸付枠を拡充するとともに、特に不
足している産科医については、貸付額を加算します。
　また、救急医療体制の強化のため、新たに、東京女子医
大八千代医療センターを救命救急センターに指定し充
実を図るほか、小児救急電話相談の受付時間を翌朝6時
まで延長します。
6．環境・文化施策の推進
　国は、2030年度の温室効果ガス排出の削減目標を、
昨年12月に定めたところです。県としても、一層の地
球温暖化対策を進める必要があります。
　そこで、再生可能エネルギーの活用や省エネルギーの
推進を図るため、住宅の太陽光発電や家庭用燃料電池な
どに加え、新たに地中熱利用システムの設置に対する助
成を始めます。
　そのほか、平成27年度2月補正予算案や条例の制定
等、議案についての概要説明がありました。


